２００８－２００９シーズンの白鳥の飛来変化について（アンケート調査）
日本白鳥の会事務局
　
２００８年４月に国内で発生した、オオハクチョウの鳥インフルエンザに関係し、今シーズンは、青森県・秋田県・岩手県などの地域で、白鳥への餌付け自粛が行われています。このことに関連してか、各地で飛来数の増減の変化が見られるようです。白鳥の会として、今シーズンの状況を確認していきたいと思い簡単なアンケート調査を実施する事といたしました。お手数ではございますが、各地の状況をお知らせ下さい。以下アンケートにご記入の上、２月末頃までに

ＦＡＸ０１６３４－２－２５３４又は、郵送でお送り下さい。
メールの場合は、事務局hamaton@eolas-net.ne.jpへお送り下さい。



１．調査地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記入者お名前　　　　　　　　　　
　　　　例）○○県○○市○○町　○○○池　　
　

　　　　　　

２．前年の同時期との比較（増加・減少と考えられる理由もご記入下さい）
　　　　例）２００７年１１月５００羽→２００８年１１月３００羽（２００羽減）

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

３．餌付けの状況

例）今年は全面禁止／２回を１回に減らす／昨年と同じ　等



　４．その他　特記事項
例）越冬地がネグラとなりエサを水田に採りに行くようになった。
きりとり
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